
 

 

12 月 12 日（木）やすらぎ荘にてお話の時間を開催しました。 

明照寺（本耶馬渓）の住職をお迎えして、ご法話いただきました。 

「生」「死」は別物ではなく、西洋紙の裏表のように同じところにある、

いつ命がなくなるかは自分でどうにかできることではないが、「南無阿

弥陀仏」と唱えると、その声が皆を救う仏様。命が無くなった際はお浄

土で仏様になれます。何も心配しなくて良い、どうぞお元気で長生きし

て下さいね、といったお話を頂きました。 

利用者の皆さまは頷きながら聞かれており、ご住職に合わせて一緒に

念仏を唱えていました。 

 
 

 

 

 


